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No.�628

　ホームページが新し

くなりました。

　24時間、いつでもご

意見をお待ちしていま

す。

　ぜひ、ご利用くださ

い。

・納税相談

・平成15年度

　西川町表彰式・新春懇談会

・第1回新潟地域合併協議会開催

・平成16年の区長さんを紹介

・街かどスケッチ
　　・「新春町民囲碁将棋大会」

・お知らせ・情報
　　・「鳥インフルエンザ」ほか

・町民のうごき
　　・「わたしの作品」「わが家の人気者」ほか

………………………………………………�P3

…………………………�P6

……………………�P8

……………………�P12

………………………………�P13

………………………………�P14

…………………�P18 ■発行／西川町役場

　〒959-0492

　新潟県西蒲原郡西川町大字

　旗屋585ー1

　�☎�0256ー88ー3111

　�℻�0256ー88ー7491

■編集／企画課・企画広報係

　　ホームページアドレス

http://www.town.nishikawa.

niigata.jp/

　　メールアドレス

kikaku＠town.nishikawa.

niigata.jp

節分の日、豆まきにまつわる話を一生懸命聞いていました。

自分の中にいる鬼を退治していたら
本物の鬼が出てきて、園児は大騒ぎ
でした。



産
業
廃
棄
物
税�

ほ
か
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県
で
は
、
資
源
再
生
・
ご
み
半
減
戦
略
に
基
づ
き
、
産
業
廃
棄
物

の
発
生
抑
制
や
リ
サ
イ
ク
ル
、
適
正
処
理
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

循
環
型
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
お
り
、
こ
の
税
収
は
産
業
廃
棄
物

の
対
策
費
用
に
充
て
ら
れ
ま
す
。
産
業
廃
棄
物
税
の
円
滑
な
導
入
に

つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 <

概
　
要>

 

①
税
の
名
称
　
産
業
廃
棄
物
税
（
法
定
外
目
的
税
） 

②
納
め
る
人
　
県
内
の
最
終
処
分
場
に
搬
入
さ
れ
た
産
業
廃
棄
物

の
排
出
業
者
ま
た
は
中
間
処
理
業
者 

③
納
め
る
額
　
県
内
の
最
終
処
分
場
へ
の
産
業
廃
棄
物
の
搬
入
量

１
ト
ン
当
た
り
１
，０
０
０
円 

④
税
収
の
使
い
み
ち
　 

　
　
○
産
業
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
お
よ
び
再
生
利
用
の
促
進 

　
　
○
産
業
廃
棄
物
へ
の
最
終
処
分
場
の
設
置
促
進 

　
　
○
そ
の
他
産
業
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
施
策
の
推
進 

 

問
い
合
わ
せ 

　
○
税
の
目
的
・
使
い
み
ち
に
つ
い
て 

　
　
県
廃
棄
物
対
策
課 

　
　
☎
０
２
５
ー
２
８
０
ー
５
１
６
３ 

　
○ 

税
の
仕
組
み
に
つ
い
て 

　
　
県
税
務
課 

　
　
☎
０
２
５
ー
２
８
０
ー
５
０
４
６ 

　
○
県
税
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス 

　
　http://w

w
w
.pref.niigata.jp/kenzei/

　町では、納税相談にあたり、混雑解消を図

り、円滑な相談に努めておりますが、昨年会

場でお知らせしたとおり、本年から会場は役

場１会場の実施となります。 

　これは、自動車等の普及や町巡回バスの実

施など交通事情が発達したこと、年々納税相

談の件数が増加しているため、２会場（西川

農協升潟支所会場・役場ふれあいルーム会場）

を役場の１会場にすることにより、会場移動・

設営にかかる時間を納税相談時間にあてて会

場の混雑を解消し、円滑な相談に努めるもの

です。 

　ご理解とご協力を 

お願いします。 
納税相談の詳しい内容は、

次ページをご覧ください。



　町・県民税と所得税の申告時期がきました。

　町では、申告書の受付、所得の計算方法および申告書の書き方の相談などのため、

2月18日から3月15日までの間、納税相談を日程表のとおり行いますので、それぞれ定

められた日に相談においでください。

　なお、税務署から確定申告の通知を受けた方は、指定された日に税務署へお出かけ

ください。

◎
会
　
　
場
　
役
場
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

◎
受
付
時
間
　（
午
前
の
部
）　
９
時
〜
11
時

　
　
　
　
　
　（
午
後
の
部
）　
１
時
〜
４
時

月日（曜）

2月�18日（水）

19日（木）

20日（金）

23日（月）

24日（火）

25日（水）

26日（木）

27日（金）

28日（土）

3月� 1日（月）

2日（火）

3日（水）

4日（木）

5日（金）

5日（金）

7日（日）

8日（月）

9日（火）

10日（水）

11日（木）

12日（金）

15日（月）

対　象　区　域

上組・中作・中村

三ツ屋・下組・新田・大潟

浦村・大関・升岡

升潟団地・升岡団地・川西・与兵衛野

堀上・貝柄・三角野・押付

矢島・天竺堂・真田

槇島・西汰上・川崎・平野

中島・下山

※�①

川崎団地・槇島団地・美里・押付団地

学校町・水道町・新栄町

　第一区・　第二区・　第三区

大正通・旗屋

一番町～九番町

※�②

※�③

東町・朝日町・千隈町・藤見町

六分

見帯

善光寺・桑山

松崎・新川・指定する日に来られなかった方

指定する日に来られなかった方

※　①～③は、特別相談日です。受付時間は、下記のとおりです。

　　　　①��2月28日（土）　午前9時～11時

　　　　②��3月 5日（金）　午後6時～7時30分

　　　　③��3月 7日（日）　午前9時～11時

　　なお、3月5日（金）は、混雑が予想されますので、2月28日（土）や3月7日（日）

　をご利用ください。

※　昨年の納税相談では、最終日は大変混み合うとともに、申告内容不備のため、

　申告が終わらない状況となりました。

　　3月16日（火）からの申告は、直接税務署で行っていただくことになります。

　　早めの申告を心がけましょう。
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納
税
相
談

申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
方

 

　
本
年
１
月
１
日
現
在
、
町
に
住

所
が
あ
り
、
次
の
事
項
に
該
当
す

る
方
は
、
す
べ
て
町
・
県
民
税
の

申
告
が
必
要
で
す
。 

　
た
だ
し
、
税
務
署
へ
確
定
申
告

書
を
提
出
し
た
方
は
、
町
・
県
民

税
（
事
業
税
を
含
む
）
の
申
告
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

①
　
平
成
15
年
中
の
営
業
、
農

業
、
大
工
、
左
官
等
の
事
業

所
得
の
あ
る
方
（
給
与
所
得

者
で
な
い
方
） 

②
　
平
成
15
年
中
に
地
代
、
家

賃
な
ど
の
収
入
が
あ
っ
た
方 

③
　
給
与
所
得
者
で
、
前
年
中

の
給
与
所
得
以
外
に
所
得
（
地

代
、
家
賃
、
配
当
、
外
交
員

報
酬
、
原
稿
料
、
印
税
な
ど
）

が
あ
っ
た
方 

④
　
給
与
所
得
者
で
、
２
か
所

以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い

る
方 

⑤
　
平
成
15
年
中
に
退
職
し
、

年
末
調
整
の
済
ん
で
い
な
い

方 
⑥
　
給
与
所
得
者
で
、
平
成
15

年
分
の
所
得
税
の
年
末
調
整

の
際
に
控
除
を
受
け
な
か
っ

た
保
険
料
控
除
、
配
偶
者
（
特

別
）
控
除
、
扶
養
控
除
、
雑

損
控
除
、
住
宅
取
得
等
特
別

控
除
、
医
療
費
控
除
な
ど
を

受
け
よ
う
と
す
る
方 

⑦
　
平
成
15 
年
中
に
、
所
得
税

の
源
泉
徴
収
を
受
け
な
か
っ

た
賃
金
所
得
者
（
た
と
え
ば

農
業
従
事
者
で
日
雇
い
所
得

な
ど
の
あ
る
方
）
や
家
事
使

用
人
な
ど 

⑧
　
給
与
支
払
者
か
ら
、
町
あ

て
に
給
与
支
払
報
告
書
が
提

出
さ
れ
て
い
な
い
方 

 

国
民
健
康
保
険
税
に
関
す
る

申
告
に
つ
い
て 

 

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
で
、
所
得
税
、
町
・
県
民
税

の
申
告
を
し
て
い
な
い
方
は
、
国

民
健
康
保
険
税
の
申
告
が
必
要
で

す
。 

 

白
色
の
事
業
所
得
者
の

確
定
申
告

 

　
白
色
申
告
の
事
業
（
営
業
・
農

業
そ
の
他
の
事
業
等
）
所
得
者
が

確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
場
合
は
、

総
収
入
金
額
お
よ
び
必
要
経
費
の

内
容
を
記
載
し
た
「
収
支
内
訳
書
」

を
添
付
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
方

は
必
ず
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。（
町
・

県
民
税
申
告
書
は
、
申
告
書
裏
面

の
「
事
業
所
得
に
関
す
る
事
項
」

を
必
ず
記
載
し
て
く
だ
さ
い
） 

 

申
告
に

お
持
ち
い
た
だ
く
も
の 

 
①
　
平
成
16
年
度
分
の
町
・
県

民
税
申
告
書 

②
　
印
鑑 

③
　
所
得
計
算
に
必
要
な
帳
簿

書
類 

④
　
生
命
保
険
・
損
害
保
険
等

の
掛
金
支
払
証
明
書 

※
領
収
書
で
は
確
定
申
告
の
控

除
は
で
き
ま
せ
ん
。 

⑤
　
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場

合
は
、
医
療
機
関
の
発
行
し

た
領
収
書 

⑥
　
給
与
な
ど
の
支
払
い
を
受

け
て
い
る
方
は
、
事
業
主
の

発
行
す
る
源
泉
徴
収
票 
 

医
療
費
控
除
を

受
け
ら
れ
る
方
へ 

 

①
　
領
収
書
等
は
整
理
し
て
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
領
収
書
（
レ

シ
ー
ト
）
等
の
枚
数
が
多
い

場
合
に
整
理
し
な
い
で
バ
ラ

バ
ラ
に
お
持
ち
い
た
だ
く
と

非
常
に
時
間
が
か
か
り
ま
す

の
で
、
医
療
機
関
別
に
振
り

分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
金
額

を
記
入
し
て
お
持
ち
く
だ
さ

い
。 

②
　
補
填
金
の
額
を
確
認
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。 

　
　
医
療
費
の
支
払
額
が
高
額

な
場
合
や
入
院
等
の
場
合
に

は
、
健
康
保
険
組
合
や
共
済

組
合
ま
た
は
生
命
保
険
会
社

等
か
ら
補
填
金
が
支
払
わ
れ

る
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま
す

の
で
、
こ
の
金
額
を
必
ず
確

認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。 

 

申
告
書
は
あ
ら
か
じ
め

記
入
を
し
て
く
だ
さ
い 

 

　
納
税
相
談
当
日
は
会
場
が
混
雑

し
ま
す
の
で
、
申
告
書
に
は
前
も

っ
て
職
業
、
電
話
番
号
等
を
記
入

し
て
か
ら
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

青
色
申
告
者
は

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
を 

 

　
青
色
申
告
者
で
専
従
者
給
与
を

支
払
っ
て
い
る
方
は
、
支
払
い
金

額
に
関
係
な
く
す
べ
て
の
専
従
者

に
か
か
る
給
与
支
払
報
告
書
を
、

役
場
へ
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
だ
提
出
し
て
い
な
い

方
は
、
至
急
税
務
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。 

 

税
理
士
に
よ
る
還
付
申
告
等

の
無
料
相
談 

 

　
２
月
16
日（
月
）（
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
３
時
30
分
）、
役
場
ふ

れ
あ
い
ル
ー
ム
に
お
い
て
、
税
理

士
に
よ
る
無
料
相
談
が
行
わ
れ
ま

す
。
給
与
所
得
者
や
年
金
受
給
者

を
対
象
と
し
た
少
額
な
還
付
申
告

相
談
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。 

　
（
注
） 

・
土
地
や
建
物
の
譲
渡
所
得
や

贈
与
税
の
納
税
相
談
は
行
い

ま
せ
ん
。 

・
確
定
申
告
書
の
代
筆
は
行
い

ま
せ
ん
。 

 

問
い
合
わ
せ
　 

　
税
務
課 

　
　
内
線
１
５
１
〜
１
５
４ 

　
巻
税
務
署 

　
　
☎
72
ー
２
３
５
５ 
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町
政
発
展
に
功
労
の
あ
ら
れ
た
方
々
を
た
た
え
る
平
成
15
年
度
西
川

町
表
彰
式
が
、
１
月
25
日（
日
）に
福
祉
会
館
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

よ
り
多
く
の
参
列
者
に
祝
福
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
の
趣
旨
の

も
と
、
新
春
懇
談
会
と
あ
わ
せ
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
受
賞
者
は
、
表
彰
状
の
部
で
個
人
23
人
と
２
団
体
、
感
謝

状
の
部
で
個
人
13
人
と
２
団
体
で
す
。

式
典
で
は
、
功
労
者
そ
れ
ぞ
れ
に
町
長
か
ら
表
彰
状
・
感
謝
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

新
春
懇
談
会
で
は
、
旗
屋
一
星
会
の
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
終
始
な
ご

や
か
な
雰
囲
気
で
懇
談
会
を
終
え
ま
し
た
。

受
賞
者
は
、
次
の
方
々
で
す
。

（
な
お
、
本
人
の
申
し
出
に
よ
り
掲
載
し
て
い
な
い
方
も
い
ま
す
。）
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株
式
会
社
水
倉
組 

 

森
田
　
藤
治
さ
ん
（
大
阪
府
吹
田
市
） 

 

株
式
会
社
新
潟
管
財 

 

滝
澤
　
和
夫
さ
ん
（
矢
島
） 

 

水
野
　
猛
将
さ
ん
（
　
第
一
区
） 

 

池
田
　
　
悟
さ
ん
（
新
川
） 

田
村
　
鷹
俊
さ
ん
（
堀
上
） 

真
島
　
伸
也
さ
ん
（
押
付
） 

長
島
　
長
衛
さ
ん
（
押
付
） 

込
山
孝
一
郎
さ
ん
（
見
帯
） 

 

高
橋
　
四
郎
さ
ん
（
六
分
） 

 

山
下
　
　
弘
さ
ん
（
六
分
） 

稲
葉
喜
美
一
さ
ん
（
下
山
） 

佐
藤
　
友
吉
さ
ん
（
見
帯
） 

種
村
　
　
武
さ
ん
（
大
関
） 

 

織
田
島
　
淳
さ
ん
（
六
分
） 

斎
田
由
美
子
さ
ん
（
新
潟
市
） 

 

小
出
美
登
里
さ
ん
（
巻
町
） 

佐
藤
　
栄
子
さ
ん
（
新
潟
市
） 

 

笠
井
三
和
子
さ
ん
（
下
山
） 

 

小
川
　
洋
一
さ
ん
（
巻
町
） 

 

山
本
　
　
保
さ
ん
（
新
田
） 

 

谷
　
　
昭
夫
さ
ん
（
六
番
町
） 

 

中
村
　
一
郎
さ
ん
（
旗
屋
） 

 

真
島
　
　
祐
さ
ん
（
八
番
町
） 

町
に
ブ
ロ
ン
ズ
像
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。 

 

　
　
　
　
町
に
絵
画
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。 

 

町
に
ワ
ゴ
ン
車
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。 

 

町
に
教
材
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。 

 

　 

社
会
福
祉
協
議
会
に
福
祉
機
材
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。 

   

多
年
町
議
会
議
員
と
し
て
町
政
の
健
全
な
運
営
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。 

  

多
年
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
と
し
て
町
政
の
健
全
な
運
営
に
尽
く
さ

れ
ま
し
た
。 

 

多
年
町
農
業
委
員
会
委
員
と
し
て
町
行
政
の
円
滑
な
運
営
に
尽
く
さ
れ

ま
し
た
。 

   

多
年
町
職
員
と
し
て
町
行
政
の
進
展
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。 

  

長
年
保
育
所
職
員
と
し
て
児
童
福
祉
の
増
進
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。 
 

多
年
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
と
し
て
保
健
衛
生
の
向
上
に
尽

く
さ
れ
ま
し
た
。 

多
年
学
校
眼
科
医
と
し
て
児
童
生
徒
の
保
健
衛
生
の
向
上
に
尽
く
さ
れ

ま
し
た
。 

多
年
区
長
と
し
て
地
域
の
振
興
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。 

 

長
年
町
イ
ベ
ン
ト
等
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
と
地
域
活
性
化

に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。 

長
年
旗
屋
地
内
の
危
険
物
置
場
の
管
理
奉
仕
活
動
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。 

長
年
八
番
町
地
内
の
商
工
会
駐
車
場
等
の
環
境
美
化
奉
仕
活
動
に
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。 

新
潟
高
圧
工
業
株
式
会
社 

 

種
村
　
　
武
さ
ん
（
大
関
） 

越
後
西
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ 

大
島
　
利
道
さ
ん
（
　
第
一
区
） 

田
中
　
甚
助
さ
ん
（
中
村
） 

 

池
田
　
貞
子
さ
ん
（
新
川
） 

渡
邉
　
裕
子
さ
ん
（
善
光
寺
） 

佐
藤
　
克
巳
さ
ん
（
六
分
） 

山
形
　
敏
昭
さ
ん
（
東
町
） 

竹
石
　
　
巍
さ
ん
（
下
山
） 

 

筒
井
　
順
子
さ
ん
（
天
竺
堂
） 

中
川
　
洋
子
さ
ん
（
上
組
） 

神
田
　
辰
司
さ
ん
（
槇
島
団
地
） 

高
木
　
茂
明
さ
ん
（
浦
村
） 

町
に
特
殊
な
プ
ラ
ン
タ
ー
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。 

　 

 

町
に
多
額
の
金
員
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。 

    

社
会
福
祉
協
議
会
に
多
額
の
金
員
を
寄
付
さ
れ
ま

し
た
。 

    

貴
重
な
血
液
を
三
十
回
以
上
に
わ
た
り
進
ん
で
提

供
さ
れ
ま
し
た
。 

西
川
町
表
彰
式
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12
市
町
村
（
新
潟
市
・
白
根
市
・

豊
栄
市
・
小
須
戸
町
・
横
越
町
・
亀

田
町
・
岩
室
村
・
西
川
町
・
味
方
村
・

潟
東
村
・
月
潟
村
及
び
中
之
口
村
）

で
構
成
す
る
第
１
回
新
潟
地
域
合
併

協
議
会
（
法
に
基
づ
く
協
議
会
）
が
、

１
月
29
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
今
回
の
協
議
会
で
は
、
今
後
の
協

議
会
の
協
議
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
新
津

市
離
脱
等
に
伴
う
行
政
制
度
調
整
方

針
の
変
更
案
等
に
つ
い
て
協
議
し
ま

し
た
。 

　
な
お
、
当
町
に
関
係
の
あ
る
協
議

結
果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

    

　 

  

     

          

　 

法
定
協
議
会
は
４
回
開
催
予
定

で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
下
記
の
と

お
り
で
す
。 

 

　
・
協
議
会
副
会
長
互
選 

　
・
予
算 

　
・
会
議
運
営
に
つ
い
て 

　
・
協
議
予
定
に
つ
い
て 

　
・
行
政
制
度
調
整
方
針
案
に
つ
い

　
　
て 

　
・
国
民
健
康
保
険
料
の
取
扱
い
に

　
　
つ
い
て 

　
・
地
域
審
議
会
の
取
扱
い
に
つ
い

　
　
て 

　
・
一
部
事
務
組
合
の
取
扱
い
に
つ

　
　
い
て 

　
・
合
併
建
設
計
画
案
に
つ
い
て 

　
　
　
Ⅰ
　
は
じ
め
に 

　
　
　
Ⅱ
　
合
併
の
必
要
性
と
効
果 

　
　
　
Ⅲ
　
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方

　
　
　
　
　
針 

 

　
・
住
民
説
明
会
等
を
受
け
て
の
課

　
　
題 

　
・
分
権
専
門
部
会
中
間
報
告 

 

 

　
・
第
１
回
協
議
会
で
の
未
合
意
事

　
　
項
の
合
意 

　
・
合
併
建
設
計
画
案
に
つ
い
て 

　
　
　
Ⅳ
　
ま
ち
づ
く
り
計
画 

　
　
　
Ⅴ
　
概
算
事
業
費 

　
　
　
Ⅵ
　
財
政
計
画 

　
　
　
〜
政
令
指
定
都
市
実
現
、
そ

　
　
　
し
て
さ
ら
な
る
将
来
に
向
か

　
　
　
っ
て
〜 

　
　
　
用
語
解
説 

　
・
合
併
の
期
日 

　
・
そ
の
他 

 

第
３
回 

　
・
第
２
回
協
議
会
で
の
未
合
意
事

　
　
項
の
合
意 

　
・
そ
の
他 

 

第
４
回 

　
・
調
印
式 

　 

  

●
　
農
業
委
員
会
の
取
扱
い 

新
津
市
離
脱
に
伴
い
次
の
と
お

り
変
更
に
な
り
ま
し
た
。 

﹇
変
更
前
﹈ 

「
白
根
市
農
業
委
員
会
、
岩
室

村
農
業
委
員
会
、
西
川
町
農
業
委

員
会
、
味
方
村
農
業
委
員
会
、
潟

東
村
農
業
委
員
会
、
月
潟
村
農
業

委
員
会
及
び
中
之
口
村
農
業
委
員

会
が
所
管
す
る
区
域
に
、
一
つ
の

農
業
委
員
会
を
設
置
し
、
選
挙
に

よ
る
委
員
の
定
数
を
40
人
と
す
る
。」 

﹇
変
更
後
﹈ 

「
岩
室
村
農
業
委
員
会
、
西
川

町
農
業
委
員
会
、
味
方
村
農
業
委

員
会
、
潟
東
村
農
業
委
員
会
、
月

潟
村
農
業
委
員
会
及
び
中
之
口
村

農
業
委
員
会
が
所
管
す
る
区
域
に
、

一
つ
の
農
業
委
員
会
を
設
置
し
、

選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
数
を
28
人

と
す
る
。」 

白
根
市
農
業
委
員
会
が
抜
け
、

西
蒲
原
６
町
村
の
区
域
に
一
つ
の

農
業
委
員
会
を
設
け
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。 

　 ●
　
ガ
ス
料
金
の
状
況 

ガ
ス
事
業
に
つ
い
て
は
、
民
間

会
社
へ
の
譲
渡
を
検
討
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、
調
整
方
針
を
「
合
併

前
の
民
間
譲
渡
を
検
討
す
る
。
」

に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
協

議
会
後
の
、
１
月
30
日
に
臨
時
町

議
会
が
開
催
さ
れ
、
ガ
ス
の
民
間

譲
渡
に
つ
い
て
、
議
会
で
正
式
に

可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

●
　
地
方
税
の
取
扱
い
（
個
人
市
町

　
村
民
税
の
均
等
割
） 

個
人
市
町
村
民
税
の
均
等
割
に

つ
い
て
は
、
現
在
、
市
町
村
の
人

口
に
応
じ
て
額
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
今
国
会
で
、
市
町
村
人

口
に
関
係
な
く
、
一
律
年
３
千
円

と
す
る
法
案
が
出
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
次
の
文
言
が
調

整
方
針
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。 

「
な
お
、
地
方
税
法
の
改
正
に

よ
り
均
等
割
の
標
準
税
率
が
統
一

さ
れ
、
新
潟
市
と
同
率
に
な
っ
た

場
合
は
、
不
均
一
課
税
を
実
施
し

な
い
。」 

　
不
均
一
課
税
は
、
平
成
17
年

度
「
２
千
円
」
平
成
18
年
度
及
び

平
成
19
年
度
「
２
千
５
百
円
」
平

成
20
年
度
か
ら
「
３
千
円
」
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
地
方
税
法
の
法

改
正
が
行
わ
れ
た
場
合
は
、
一
律

３
千
円
と
な
る
こ
と
か
ら
、
不
均

一
課
税
を
行
わ
な
い
と
す
る
も
の

で
す
。 

○�

行
政
制
度
調
整
方
針

○�

協
議
予
定
に
つ
い
て

第
２
回
　
２
月
20
日
予
定

第
１
回
　
平
成
16
年
１
月
29
日
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●
　
国
民
健
康
保
険
料
の
取
扱
い
に

　
つ
い
て 

未
調
整
と
な
っ
て
い
た
国
民
健

康
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
調
整
方
針
が
決
定
し
ま
し
た
。 

「
新
潟
市
の
制
度
に
統
一
す
る
。

た
だ
し
、
引
き
続
き
西
川
町
域
で

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

世
帯
に
つ
い
て
は
、
合
併
年
度
は

現
行
の
と
お
り
と
す
る
。」 

合
併
後
は
、
保
険
税
が
保
険
料

と
な
り
、
賦
課
方
式
も
４
方
式
（
所

得
割
・
資
産
割
・
均
等
割
・
平
等

割
）
か
ら
３
方
式
（
所
得
割
・
均

等
割
・
平
等
割
）
と
な
り
ま
す
。 

な
お
、
合
併
後
の
保
険
料
の
額

が
上
が
る
の
か
、
下
が
る
の
か
に

つ
い
て
は
、
そ
の
世
帯
の
所
得
や
、

加
入
者
数
及
び
現
在
の
資
産
の
状

況
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。 

●
　
巻
・
西
川
・
潟
東
消
防
事
務
組

　
合
の
取
扱
い
に
つ
い
て 

消
防
事
務
組
合
に
つ
い
て
の
合

併
後
の
調
整
方
針
が
次
の
と
お
り

決
定
し
ま
し
た
。
　 

「
合
併
の
前
日
の
終
了
を
も
っ

て
解
散
し
、
西
川
町
域
及
び
潟
東

村
域
に
係
る
財
産
、
事
務
及
び
職

員
は
、
全
て
新
潟
市
に
引
き
継
ぐ
。

な
お
、
新
潟
市
に
引
き
継
ぐ
職
員

の
取
扱
い
は
、
一
般
職
の
職
員
の

取
扱
い
に
準
じ
る
。」 

こ
の
調
整
方
針
に
よ
り
、
西
川

町
は
新
潟
市
消
防
局
に
編
入
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

 

 

地
域
審
議
会
に
つ
い
て
は
、
第

９
回
の
任
意
協
議
会
で
、
審
議
会

の
主
要
項
目
が
決
定
さ
れ
ま
し
た

が
、
主
要
項
目
以
外
の
規
定
に
つ

い
て
協
議
さ
れ
、
次
の
と
お
り
、

審
議
会
の
取
扱
い
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。 

 
　 

  

・
地
域
審
議
会
の
取
扱
い
に
つ
い
て

は
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。 

　
な
お
、
第
27
次
地
方
制
度
調
査
会

の
「
今
後
の
地
方
自
治
制
度
の
あ
り

方
に
関
す
る
答
申
」
に
お
け
る
地
域

自
治
組
織
（
地
域
協
議
会
を
含
む
）

が
法
制
化
さ
れ
た
場
合
、
同
調
査
会

の
答
申
を
踏
ま
え
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
お
け
る
取
り
組
み
を
尊
重
し

つ
つ
、
12
市
町
村
で
協
議
し
、
そ
の

内
容
を
反
映
さ
せ
て
い
く
。 

 （
設
　
置
） 

第
１
条
　
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に

関
す
る
法
律
（
昭
和
40
年
法
律
第

６
号
）
第
５
条
の
４
第
１
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
合
併
前
の
白
根
市
、

豊
栄
市
、
小
須
戸
町
、
横
越
町
、

亀
田
町
、
岩
室
村
、
西
川
町
、
味

方
村
、
潟
東
村
、
月
潟
村
及
び
中

之
口
村
の
区
域
ご
と
に
地
域
審
議

会
（
以
下
「
審
議
会
」
と
い
う
。）

を
置
く
。 

（
設
置
期
間
） 

第
２
条
　
審
議
会
を
設
置
す
る
期
間

は
、
合
併
の
日
か
ら
平
成
27
年
３

月
31
日
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、

地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第

67
号
）
第
２
５
２
条
の
19
第
１
項

の
指
定
都
市
の
指
定
が
あ
っ
た
場

合
に
お
い
て
は
、
当
該
指
定
の
日

の
前
日
ま
で
と
す
る
。
指
定
日
以

後
は
、
行
政
区
ご
と
に
お
審
議
会

に
代
わ
る
新
た
な
附
属
機
関
を
置

く
も
の
と
す
る
。 

（
所
掌
事
務
） 

第
３
条
　
審
議
会
は
、
そ
の
所
管
す

る
区
域
（
以
下
「
所
管
区
域
」
と

い
う
。
）
に
係
る
次
に
揚
げ
る
事

項
に
つ
い
て
市
長
の
諮
問
に
応
じ

て
審
議
し
、
答
申
す
る
も
の
と
す

る
。 

（1）
合
併
建
設
計
画
の
執
行
状
況
に
関

す
る
事
項 

（2）
合
併
建
設
計
画
の
変
更
に
関
す
る

事
項 

（3）
所
管
区
域
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
の

策
定
及
び
変
更
に
関
す
る
事
項 

（4）
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
事

項 

２
　
審
議
会
は
所
管
区
域
に
関
し
必

要
と
認
め
る
事
項
に
つ
い
て
審
議

し
、
市
長
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と

が
で
き
る
。 

（
組
　
織
） 

第
４
条
　
審
議
会
の
委
員
は
、
30
人

以
内
を
も
っ
て
組
織
す
る
。 

２
　
委
員
は
、
所
管
区
域
に
住
所
を

有
す
る
者
で
、
次
に
掲
げ
る
も
の

の
う
ち
か
ら
市
長
が
委
嘱
す
る
。 

（1）
公
共
的
団
体
等
を
代
表
す
る
者 

（2）
学
識
経
験
者 

（3）
公
募
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
者 

（
任
　
期
） 

第
５
条
　
委
員
の
任
期
は
２
年
と
す

る
。
た
だ
し
、
欠
員
が
生
じ
た
場

合
に
お
け
る
補
欠
委
員
の
任
期
は
、

前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。 

２
　
委
員
の
再
任
は
妨
げ
な
い
も
の

と
す
る
。 

（
会
長
及
び
副
会
長
） 

第
６
条
　
審
議
会
に
会
長
及
び
副
会

長
各
１
人
を
置
き
、
委
員
の
互
選

に
よ
っ
て
こ
れ
を
定
め
る
。 

２
　
会
長
は
、
会
務
を
総
理
し
、
審

議
会
を
代
表
す
る
。 

３
　
副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、

会
長
が
欠
け
た
と
き
、
又
は
会
長

に
事
故
あ
る
と
き
は
そ
の
職
務
を

行
な
う
。 

（
会
　
議
） 

第
７
条
　
審
議
会
の
会
議
は
、
会
長

が
招
集
す
る
。 

２
　
会
長
は
、
審
議
会
の
会
議
の
議

長
と
な
る
。 

３
　
審
議
会
の
会
議
は
、
委
員
の
半

数
以
上
が
出
席
し
な
け
れ
ば
、
こ

れ
を
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
。 

４
　
審
議
会
の
会
議
の
議
事
は
、
出

席
委
員
の
過
半
数
で
決
し
、
可
否

同
数
の
と
き
は
、
議
長
の
決
す
る

と
こ
ろ
に
よ
る
。 

５
　
審
議
会
の
会
議
は
、
公
開
で
行

な
う
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
議

長
が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
審

議
会
に
諮
っ
た
う
え
で
公
開
し
な

い
こ
と
が
で
き
る
。 

６
　
会
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め

る
と
き
は
、
委
員
以
外
の
者
を
審

議
会
の
会
議
に
出
席
さ
せ
、
意
見

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
庶
　
務
） 

第
８
条
　
審
議
会
の
庶
務
は
、
所
管

区
域
を
所
管
す
る
支
所
に
お
い
て

処
理
す
る
。 

（
雑
　
則
） 

第
９
条
　
こ
の
協
議
に
定
め
る
も
の

の
ほ
か
、
審
議
会
の
運
営
に
関
し
、

必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。 

　
附
　
則 

　
　
こ
の
協
議
は
、
平
成
17
年
　
月

　
　
日
か
ら
施
行
す
る
。 

   

○�

地
域
審
議
会
の
取
扱
い

地
域
審
議
会
の

　
　
取
扱
い
に
つ
い
て
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住民説明会等を受けての課題

　各市町村で任意合併協議会終了後に実施した住民説明会等で出された意見のうち、法定合併協議会で協議する課題として、

多数の住民の声として認められるもので、 

１.　地域の要望としてふさわしいもの　　２.　合併後、新市として新たに、又は重点的に取り組んでほしいもの 

３.　新市の行財政運営に望むもの　　　　４.　法定協議会で重点的に審議してほしいもの 

といった観点から12市町村で取りまとめ、以下のとおり整理しました。 

分　類 課 題 項 目 内　容 対　応 備　考

法定協で協議す

るもの

実務担当者で検

討し、その後首

長連絡会議等に

報告し協議する

もの

該当市町村で説

明する必要のあ

るもの

区割りについて

地域審議会について

防犯対策の強化

職員給与体系の検討、人
員削減

道路整備、公共交通機関
に対する要望などの交通
体系の充実

学区への要望

新しい地域自治組織におけ

る地域振興予算（コミュニ

ティ予算関連を含む）や地

域基盤のための予算確保

地名の存続などへの要望

農業振興の充実

各市町村の特色、文化を
残してほしい

サービスの低下に対する
懸念

税、公共料金の負担増へ
の不安

合併に関する情報を示し
てほしい

施設整備への意見・要望

規模が大きくなることで、

住民の意見が行政に反映さ

れにくくなるのではないか

合併範囲及び合併方法へ
の意見

住民投票に対する意見

区割りについては日常生活に密
着した問題であり、地域の実情
等を考慮してほしい 

審議会に失職する教育委員会委
員の参加を仰ぎ、地域の教育方
針について論議することや、住
民の声をどう反映させるかにつ
いて等 

国際化に伴い、犯罪が増加、凶
悪化している中、防犯に対する
新市の方針が希薄ではないのか 
 

議員、職員の削減、職員給与体
系の見直しの声が強い 
 

合併後重点的に取り組むべき課
題として、各地域からも強い要
望がある 

主に高校学区についての要望が
多い 
 
 

旧市町村単位での地域基盤の維
持を可能とするための予算確保
が要望されている 
 

現在の地域の地名の存続を望む
声が多い 
 

田園都市ブランドの特産が生ま
れる農家の育成が望まれる等 

地域の祭りや農産物への意見が
ある 
 
 

窓口サービスの低下、災害時で
の体制などに不安 

増税や公共料金等の負担増への
不安 

詳しい説明をしてくれる機会を
増やしてほしい 

学校、保育園、野球場、プール、
下水道など 

市役所が遠くなるのではないか、
住民の意見が行政に反映されに
くくならないようにしてほしい 

12市町村と違う市町村との合併
を望むなどの声がある 

住民投票を実施せよとの声があ
る 

分権専門部会の中間報告を基に
協議する 
 

任意協議会で合意した骨子に基
づき、法定協議会で協議する 
 
 
 

全国的に犯罪が増加、悪質化し
ていることを踏まえ、合併建設
計画にその対応を補強し、協議
する 

調整方針に基づき、組織・人事
部会で検討を加えながら、関係
市町村長で協議する 

交通専門部会で引き続き検討を
進める 
 

高等学校普通科の通学区域につ
いては関係市町村の教育長が県
の教育長に面会し要望を行なっ
ている※ 

合併後の支所に一定の権限を付
与する方向との合意に基づき、
組織・人事部会等の協議状況を
踏まえ、関係市町村長で協議する 

町字名は各市町村の意向を尊重
することを合意しており、地元
と十分調整を図る 

農業専門部会で引き続き検討を
進める 

事務事業調整の原則に沿い、地
域の祭りを現行のとおり実施す
るなど各地域の伝統、文化を尊
重する 

総合的な観点から該当市町村で
今後ともさらに説明して行く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※県教育長は「新・
新潟市が同一学区
になるよう考えて
いる。平成16年度
前半までは結論を
出して、公表でき
るよう鋭意努力す
る」と議会答弁し
ている 
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○�

分
権
専
門
部
会
の
中
間

　�
報
告
に
つ
い
て

  

　 

 

　
政
令
指
定
都
市
移
行
後
の
区
割
り

等
を
審
議
す
る
た
め
の
分
権
専
門
部

会
か
ら
、
今
後
の
区
割
り
を
検
討
す

る
た
め
の
進
め
方
に
つ
い
て
報
告
さ

れ
ま
し
た
。 

　
進
め
方
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。 

 

　 

   

　　

 

○
　
行
政
区
の
区
割
り
は
、
合
併
後

に
設
置
す
る
「
行
政
区
画
審
議
会
（
仮

称
）」
に
諮
問
し
、
そ
の
答
申
を
受

け
て
区
割
り
を
明
確
に
し
、
指
定
市

移
行
の
政
令
公
布
後
、
新
市
の
議
会

に
お
い
て
「
行
政
区
設
置
条
例
（
仮

称
）」
を
議
決
願
う
。 

 

　　 

 

①
　
法
定
合
併
協
議
会
等
の
意
見
・

要
望
を
踏
ま
え
、
分
権
専
門
部
会

で
各
種
区
割
基
準
に
よ
る
区
割
り

パ
タ
ー
ン
の
検
討
を
行
い
、
複
数

の
パ
タ
ー
ン
を
作
成
す
る
。 

②
　
複
数
の
区
割
り
パ
タ
ー
ン
を
首

長
連
絡
会
議
及
び
首
長
・
議
長
等

連
絡
会
議
並
び
に
各
議
会
に
報
告

し
、
意
見
を
反
映
し
た
区
割
り
パ

タ
ー
ン
を
作
成
す
る
。 

 

③
　
区
割
り
に
関
す
る
基
礎
資
料
及

び
区
割
り
パ
タ
ー
ン
を
合
併
関
係

市
町
村
の
住
民
に
公
表
し
、
区
割

り
に
つ
い
て
の
住
民
意
見
を
募
集

す
る
。 

 
④
　
寄
せ
ら
れ
た
住
民
意
見
を
集
約

し
、
首
長
連
絡
会
議
及
び
首
長
・

議
長
等
連
絡
会
議
並
び
に
各
議
会

に
報
告
す
る
と
と
も
に
公
表
す
る
。 

 

⑤
　
公
表
し
た
住
民
意
見
に
対
す
る

意
見
な
ど
、
区
割
り
に
つ
い
て
住

民
意
見
を
再
度
募
集
す
る
。 

 

⑥
　
寄
せ
ら
れ
た
住
民
意
見
を
集
約

し
、
首
長
連
絡
会
議
及
び
首
長
．

議
長
等
連
絡
会
議
並
び
に
各
議
会

に
報
告
す
る
と
と
も
に
公
表
す
る
。 

 

⑦
　
集
約
し
た
住
民
意
見
は
、
全
て

行
政
区
画
審
議
会
に
提
出
す
る
。 

  �
�

問
い
合
わ
せ 

　
　
総
務
課
広
域
情
報
係 

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線 

2
1
3 

 

分
権
専
門
部
会
中
間
報
告

区
割
り
検
討
の
進
め
方
に
つ
い
て

区
画
決
定
に
あ
た
っ
て
の

　
　
　
　
　
　
　
基
本
事
項

区
割
り
パ
タ
ー
ン
の

　
　
　
　
　
策
定
の
進
め
方

H16.05月頃

H16.06月頃

H16.07月頃

H16.09月頃

H16.10月頃

H16.11月頃

H16.012月頃

～H17.03末まで

H17.04月頃

H18.12月頃

法 定 合 併 協 議 会 等 意 見 ・ 要 望

報　告　　　　・首長連絡会議、首長・議長等連絡会議
　　　　　　　・12市町村議会

分権専門部会　・首長連絡会議及び首長・議長等連絡会議並びに各議会の意見を反映し、区割り
　　　　　　　　パターンを修正する。

12市町村　　　・基礎資料・区割りパターンの公表
　　　　　　　・住民からの意見募集

分権専門部会　・住民意見の集約

報　告　　　　・首長連絡会議、首長・議長等連絡会議
　　　　　　　・12市町村議会

12市町村　　　・集約した住民意見を公表
　　　　　　　・住民からの意見再度募集

分権専門部会　・住民意見の集約

報　告　　　　・首長連絡会議、首長・議長等連絡会議
　　　　　　　・12市町村議会

12市町村　　　・集約した住民意見を公表

合　　　　　　　　併

行 政 区 画 審 議 会

新市議会での行政区設置条例議決

合　　併　　議　　決

分権専門部会　・区割り検討の基礎資料作成
　　　　　　　・区割りパターン（案）作成

区

割

り

パ
タ
ー
ン

市
町
村
合
併
情
報
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今
回
は
、
ア
グ
リ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
西
川
と
食
生
活
改
善
推
進

委
員
を
対
象
に
行
わ
れ
た
牛
乳

料
理
講
習
会
の
内
容
を
お
伝
え

し
ま
す
。

 

去
る
11
月
20
日（
木
）福
祉
会

館
で
、
不
足
し
て
い
る
栄
養
素

の
ひ
と
つ
で
あ
る
カ
ル
シ
ウ
ム

を
、
手
軽
に
お
い
し
く
食
べ
ら

れ
る
牛
乳
料
理
を
作
り
ま
し
た
。 

井
福
先
生
か
ら
、
牛
乳
や
乳

製
品
に
含
ま
れ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
や

た
ん
ぱ
く
質
な
ど
は
、
骨
を
丈

夫
に
す
る
働
き
を
助
け
る
と
の

話
が
あ
り
、
そ
の
後
調
理
実
習

に
入
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら

簡
単
で
栄
養
の
あ
る
「
牛
乳
豚

汁
」
の
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
す
。 

・
豚
肉（
薄
切
り
）１
５
０
ｇ 

・
か
ぼ
ち
ゃ
　
　
１
／

４
個 

・
ご
ぼ
う
　
　
　
１
／

２
本 

・
人
参
　
　
　
　
１
／

２
本 

・
生
し
い
た
け
　
４
枚 

・
サ
ラ
ダ
油
　
　
大
さ
じ
１
杯 

・
牛
乳
　
　
　
　
２
カ
ッ
プ 

・
酒
　
　
　
　
　
大
さ
じ
２
杯 

・
味
噌
　
　
　
　
60
ｇ 

・
万
能
ね
ぎ
　
　
適
量 

・
七
味
唐
辛
子
　
適
量 

  

①
豚
肉
は
２
㎝
位
に
切
り
、
か

ぼ
ち
ゃ
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
皮

を
む
き
、
１
㎝
の
薄
切
り
に

す
る
。
ご
ぼ
う
は
長
め
の
乱

切
り
に
し
て
水
に
さ
ら
す
。

人
参
は
乱
切
り
、
生
し
い
た

け
は
石
づ
き
を
取
っ
て
そ
ぎ

切
り
に
す
る
。 

②
鍋
に
油
を
熱
し
、
①
を
炒
め

る
。
全
体
に
油
が
な
じ
ん
だ

ら
、
水
２
カ
ッ
プ
を
加
え
て

強
火
に
す
る
。
煮
立
っ
た
ら

中
火
に
し
て
、
ア
ク
を
除
き

な
が
ら
野
菜
が
や
わ
ら
か
く

な
る
ま
で
煮
る
。 

③
味
噌
を
酒
と
牛
乳
１
／
２
カ

ッ
プ
で
溶
き
、
②
に
加
え
る
。

残
り
の
牛
乳
も
加
え
、
ひ
と

煮
立
ち
し
た
ら
火
を
止
め
る
。 

④
器
に
盛
り
、
小
口
切
り
に
し

た
万
能
ね
ぎ
と
好
み
で
七
味

唐
辛
子
を
添
え
る
。 

　今年１年間、役場と町民の皆さんとのパイプ役として活躍してくださる区長さんを紹介します。
どうぞよろしくお願いします。（敬称略） 

平成16年区長名 

遠 藤 定 次  

酒 井 　 實  

伊 藤 　 孝  

渡 辺 秀 作  

古 俣 孝 嗣  

伴 　 利 顕  

渡 部 邦 夫  

伊 藤 是 夫  

大 橋 満 夫  

山 賀 吉 孝  

鈴 木 大 策  

赤 川 信 也  

高 木 　 章  

区 長 事 務 代 表  
高 橋 康 行  

深　川　新三郎 

大 沼 武 邦  

伊 東 俊 英  

岡 田 久 治  

深 川 　 勝  

高 橋 顕 司  

内 藤 保 夫  

町内名

二 番 町  

三 番 町  

四 番 町  

五 番 町  

六 番 町  

七 番 町  

八 番 町  

九 番 町  

東 町  

朝 日 町  

千 隈 町  

藤 見 町  

大 正 通  

旗 屋  

松 崎  

六 分  

見 帯  

善 光 寺  

桑 山  

新 川  

上 組  

中 作  

平成16年区長名 

小 池 亮 一  

山 岸 　 剛  

清 水 精 一  

石 黒 清 次  

阿 部 清 弥  

加 藤 英 一  

多 賀 幸 夫  

大 澤 十 郎  

渡 辺 照 男  

佐　藤　久友己 

笹 川 一 郎  

山 　 　 惇  

江 川 　 毅  

田 中 一 男  

深 澤 吉 栄  

山 下 　 弘  

近 藤 信 男  

土 田 重 吉  

神 田 省 吾  

池 田 　 悟  

石 田 辰 二  

長谷川　彦太郎 

町内名

中 村  

三 ツ 屋  

下 組  

升潟団地 

新 田  

大 潟  

浦 村  

大 関  

升 岡  

升岡団地 

川 西  

与兵衛野 

堀 上  

貝 柄  

三 角 野  

西川第一 
産業センター 

西川第二 
産業センター 

平成16年区長名 

田 澤 禎 人  

山 本 　 譲  

高 橋 高 清  

原 澤 俊 博  

山 本 　 保  

佐 藤 　 稔  

渡 部 武 志  

土 田 正 志  

鈴 木 　 勝  

高 田 一 也  

中 村 誠 一  

旭 　 芳 一  

田 村 鷹 俊  

土 田 孝 一  

近 藤 一 茂  

泉 井 　 清  
（梅 田 軒） 

渡 辺 　 進  
（渡辺電器製作所） 

※氏名は、常用漢字を使用して掲載しました。 

町内名

押 付  

押付団地 

美 里  

矢 島  

天 竺 堂  

真 田  

槇 島  

槇島団地 

西 汰 上  

中 島  

下 山  

川 崎  

川崎団地 

平 野  
 

　第一区 

　第二区 

　第三区 

学 校 町  

水 道 町  

新 栄 町  

一 番 町  
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ス
ト
ー
ブ
の
ガ
ー
ド
組
立
て
孫
を
待
つ 

児
の
こ
ろ
の
思
い
で
多
き
暖
炉
出
し 

残
照
を
つ
つ
む
窓
辺
の
日
の
短
か 

お
で
ん
酒
素
通
り
で
き
ぬ
湯
気
が
よ
ぶ 

寝
る
前
に
消
し
し
ス
ト
ー
ブ
気
に
か
か
る 

嫁
ぐ
娘
の
つ
く
る
お
で
ん
を
皆
が
褒
め 

あ
れ
こ
れ
と
味
出
し
合
っ
て
お
で
ん
鍋 

耳
朶
や
晩
に
は
雪
に
な
る
気
配 

蕾
ひ
と
つ
残
り
し
冬
の
バ
ラ
括
る 

姑
健
在
ぶ
厚
く
切
ら
れ
お
で
ん
種 

お
で
ん
屋
の
提
灯
に
足
の
惑
い
け
り 

火
の
見
ゆ
る
ス
ト
ー
ブ
温
し
こ
こ
ろ
ま
で 

お
で
ん
煮
て
後
の
食
卓
わ
が
天
下 

冬
な
の
に
雪
が
降
ら
ず
に
春
み
た
い 

渡
辺
　
湖
生 

山
際
　
伝
市 

山
田
八
千
代 

渡
辺
　
紅
華 

市
橋
　
金
吾 

加
藤
　
静
江 

川
崎
　
　
實 

笹
川
カ
ツ
ヨ 

関
　
　
芙
美 

福
島
　
阿
支 

星
　
　
良
三 

森
　
　
　
武 

小
林
　
正
義 

佐
藤
有
里
花 

海
外
に
長
き
赴
任
の
子
の
一
家
新
年
帰
国
と
朗
報
届

く 

 

道
の
辺
に
張
る
薄
氷
の
解
け
初
む
や
朝
の
光
り
に
照

ら
さ
れ
消
ゆ
る 

 

お
茶
の
間
に
ひ
そ
け
く
咲
き
た
る
水
仙
に
家
族
の
如

く
寒
の
水
や
る 

 

孫
と
戯
れ
一
息
付
き
し
一
服
の
老
夫
の
笑
顔
の
初
春

な
り
き 

 

初
春
を
心
通
わ
す
ペ
ン
友
に
青
空
見
上
げ
つ
筆
と
り

て
を
り 

 

正
月
を
天
青
け
れ
ば
わ
が
影
と
共
に
歩
め
り
い
つ
も

の
道
を 

 

望
月
の
光
り
に
く
き
と
浮
き
い
で
て
鳴
き
交
は
し
ゆ

く
白
鳥
幾
羽 

 

久
々
の
美
容
院
な
り
よ
き
香
り
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
が
わ

れ
を
迎
へ
る 

 

年
始
め
に
新
し
き
こ
と
は
じ
め
ん
と
本
を
見
な
が
ら

指
編
み
た
の
し 

 

河
口
湖
師
走
の
湖
面
き
ら
め
き
て
水
し
ぶ
き
あ
ぐ
水

上
ス
キ
ー 

上
山
　
恵
子 

 

青
葉
　
　
香 

 

大
野
　
友
子 

 

桜
　
み
な
よ 

 

松
島
え
り
か 

 

加
藤
ト
シ
子 

 

水
野
　
シ
ヅ 

 

朝
妻
　
シ
ン 

 

高
波
　
フ
サ 

 

中
原
　
京
子 

み
み 

た
ぶ 

は
は 

だ
ね 

あ
か
り 

ま
ど 

そ
ら 

い
く
　
わ 

は
じ 

 

優
　
勝
　
関
川  

啓
一
（
新
栄
町
） 

準
優
勝
　
田
口  

　
隆
（
　
第
二
区
） 

第
三
位
　
大
塚  

　
勇
（
新
栄
町
） 

（
Ａ
級
）

優
　
勝
　
石
橋  

幸
三
（
新
栄
町
） 

準
優
勝
　
笹
川  

虎
勝
（
与
兵
衛
野
） 

第
三
位
　
加
藤  

哲
夫
（
六
　
分
） 

（
Ｂ
級
）

優
　
勝
　
田
中  

裕
二
（
新
栄
町
） 

準
優
勝
　
伊
平  

　
浩
（
川
崎
団
地
） 

第
三
位
　
安
藤  

末
吉
（
旗
　
屋
） 

（
少
年
の
部
）

優
　
勝
　
田
中  

雄
太
（
　
第
一
区
） 

準
優
勝
　
木
村  

元
河
（
下
　
山
） 

第
三
位
　
渡
辺  

崚
太
（
槇
島
団
地
） 

　
公
民
館
主
催
に
よ
る
恒
例
の
新
春
町
民
囲
碁
将
棋

大
会
を
、
１
月
18
日（
日
）に
開
催
し
ま
し
た
。

　
福
祉
会
館
大
広
間
で
は
、
総
勢
29
名
の
参
加
を
得

て
、
盤
に
向
か
い
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　
熱
戦
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

文
芸
に
し
か
わ
・
街
か
ど
ス
ケ
ッ
チ



                    

募
集
人
員
　
３
名 

勤
務
場
所
　
町
内
３
小
学
校 

雇
用
期
間
　
４
月
２
日
か
ら
９
月

30
日
の
間
に
90
日
、

た
だ
し
、
更
新
で
平

成
17
年
３
月
25
日

ま
で
の
間
に
90
日
（
年

間
１
８
０
日
）。 

賃

金

等
　
１
日
４
時
間
勤
務
　

　
　
　
　
　
日
給
6,
0
0
0
円 

保
　
　
険
　
労
災
保
険
あ
り 

　
　
　
　
　
社
会
保
険
な
し 

資
格
要
件
　
４
年
生
大
学
卒
業
者

ま
た
は
平
成
16
年
３

月
末
日
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
方 

応
募
締
切
　
３
月
５
日（
金
）必
着 

選
考
方
法
　
書
類
と
面
接
に
よ
っ

て
決
定
し
ま
す
。 

面

接

日
　
後
日
連
絡
し
ま
す
。 

応
募
・
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
学
校
教
育
課 

　
　
　
　
　
内
線
２
４
３ 
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2月期は、16日に各受給者の口座に児童手当が
振り込まれますのでお確かめください。 
今期の支払いは、平成15年10月から平成16年
1月までの4か月分です。なお、中途で受給資格
を取得された場合は、その月の翌月分からとな
ります。また、中途で受給資格を喪失された場合
は、その月分までとなります。 
問い合わせ

　保健福祉課福祉係　内線142

 
 
 
 
高齢化社会が進み、献血可能な年齢層の人口
が減少しています。それによる輸血用血液の減
少が心配されています。誰もが安心して輸血を
受けられるよう皆さんのご理解とご協力をお願
いします。 
日　時　2月16日（月） 
　　　　午前10時～午後0時30分 
　　　　午後1時30分～4時 
会　場　保健センター 

     

県
司
法
書
士
会
と
県
社
会
福
祉
士
会
で
は
、

合
同
で
「
シ
ル
バ
ー
１
１
０
番
」
を
開
催
し
ま

す
。
司
法
書
士
お
よ
び
社
会
福
祉
士
が
電
話
・

面
談
で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
の
で
、
お
悩

み
の
方
は
次
に
よ
り
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

日
　
時

３
月
28
日（
日
） 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時 

会
　
場

新
潟
県
司
法
書
士
会
館
２
階 

相
談
内
容 

・
高
齢
者
、
知
的
障
害
者
、
精
神
障
害
者
、

身
体
障
害
者
の
方
の
不
動
産
や
相
続
、

遺
言
、
贈
与
な
ど
に
関
わ
る
問
題 

・
介
護
、
福
祉
に
関
わ
る
問
題 

・
平
成
12
年
４
月
１
日
か
ら
始
ま
っ
た
成

年
後
見
制
度
お
よ
び
介
護
保
険
制
度 

費
　
用
　
無
料 

電
話
番
号

０
２
５
ー
２
２
３
ー
２
１
５
１
（
当
日
の
み
） 

ま
た
、
面
談
に
よ
る
相
談
は
予
約
制
で
す

の
で
、
事
前
に
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
に
い

が
た
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ

リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
に
い
が
た 

☎
０
２
５
ー
２
２
８
ー
１
７
２
７ 

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。 

     

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
と
は
、
鳥
類
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
う
ち
特
に
強
い
病
原
性

を
示
す
も
の
で
、
鶏
な
ど
の
鳥

類
が
感
染
す
る
と
呼
吸
器
症
状

等
が
現
れ
、
鳥
類
が
大
量
に
死

亡
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
に
、
香
港
、
韓
国
、

ア
メ
リ
カ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ド
イ
ツ
、

ベ
ト
ナ
ム
等
世
界
各
地
で
発
生

し
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、

1
9
2
5
年
以
来
発
生
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。 

生
き
た
鳥
と
の
接
触
に
よ
っ

て
人
に
感
染
し
た
例
も
あ
り
ま

す
が
、
鶏
肉
、
鶏
卵
を
食
べ
る
こ

と
に
よ
り
感
染
し
た
例
は
あ
り

ま
せ
ん
。 

現
段
階
の
予
防
法
と
し
て
は
、

鳥
に
限
ら
ず
動
物
に
触
っ
た
後

は
手
を
洗
う
、
動
物
を
飼
っ
て

い
る
方
は
動
物
の
周
り
を
清
潔

に
保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、

飼
っ
て
い
る
動
物
に
異
常
が
あ
っ

た
場
合
は
速
や
か
に
動
物
病
院

で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。 

お
悩
み
の
方
は
シ
ル
バ
ー 

　
１
１
０
番
へ
お
電
話
を 
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お
知
ら
せ
・
情
報

 
 
 

時　間　午前10時～11時 
会　場　福祉会館和室大広間 
内　容　紙芝居 
読み手　新潟ひょうしぎの会　今井和江さん 

※新潟ひょうしぎの会は、昨年長岡市
で開催された全国紙芝居祭りに参加さ
れました。今井さんは、個人でも県内外
で活躍されています。 

参加費　キッズ倶楽部の会員になっていない小
学生は、キッズ倶楽部参加費として300
円が必要です。 

　　　　（おつりのないようお持ちください。） 
問い合わせ

　朝日サークル　和田　　☎88ー3777 
　西川町子どもセンター　☎70ー4155

 
 
 
 
 
　フラワーウェーブ新潟2004「春一番・花のカ
ーニバル」が3月12日（金）から14日（日）まで、新
潟市産業振興センターで開催されます。 
　カーニバルステージメーンイベントとして、「朝
丘雪路トークショー」や「よさこいにっぽん新潟
響’」、「日下ファミリーの演奏会」などが行われ
ます。 
　また、前売券のみを対象に“ハワイ旅行”が当
たる抽選会が行われます。さらに、協賛店での割
引等の特典が付いています。 
　前売券は600円（当日券800円）中学生以下無
料で、農政課で取り扱っています。 
問い合わせ　農政課振興係　内線162

 
 
 
 
どんぐりのお話会は、年に数回、主に子どもた
ちを対象として絵本を読む会を開催しています。 
私たちと一緒に絵本を読んでくださる方を募
集しています。 
興味のある方はぜひおいでください。 
次回の打ち合わせ日時等は次のとおりです。 

日　時　2月28日（土） 
　　　　午前10時～正午 
会　場　福祉会館和室クラブ室（2階） 
内　容　3月予定のお話会に向けての打ち合わせ 
その他　経験の有無や年齢等は問いません。　

お気軽においでください。 
問い合わせ

　　　　どんぐりのお話会（公民館内） 
　　　　柵　☎88－2334

 
 
 
 
町公民館へ、社会福祉法人新潟県社会福祉協
議会編集・発行の点字図書「点字にいがた」が届
いています。 
「点字にいがた」は、2か月に一度の発行です。 
今回の内容は、「2004年新潟は新たなステージ
へ」の特集、ニューにいがた21未来に向かって
として「4月から地域振興局がスタート」、情報
クローズアップとして「にいがた『食の安全・安
心システム』推進事業」、県からのお知らせとし
て「皆様から寄せられたアンケートはこう活か
されています」など、障害福祉課だよりとして「第
3回全国障害者スポーツ大会について」、点字図
書館だよりなどです。 
図書の閲覧を希望される方は、公民館事務室（福

祉会館内1階）へおいでください。 

2月21日（土）の予定
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　★ 一 般 書 ★

　ブレイブ・ストーリー上
　　　　　　　　　　　　宮部みゆき著（角川書店）

　ブレイブ・ストーリー下
　　　　　　　　　　　　宮部みゆき著（角川書店）

　愛の旅人　　　ロジャー・フーズデン著（地湧社）

　たったひとつのたからもの
　　　　　　　　　　　　　加藤浩美著（文藝春秋）

　入門田中角栄　　新潟日報社編（新潟日報事業社）

　海人　　　　　　　　 小林照幸著（毎日新聞社）

　二百年の子供　　　大江健三郎著（中央公論新社）

　ケルトとローマの息子
　　　　ローズマリー・サトクリフ著（ほるぷ出版）

　★ 児 童 書 ★

　日本神話入門『古事記』を読む
　　　　　　　　　阪下圭八著（岩波ジュニア新書）

　炎の戦士クーフリン
　　　　ローズマリー・サトクリフ著（ほるぷ出版）

　さすらいの旅
　　　　　　　デボラ・エリス著（さ・え・ら書房）

　ローワンと白い魔物
　　　　　　　エミリー・ロッダ著（あすなろ書房）

　わたしのイルカ研究
　　　　　　　　　　篠原正典著（さ・え・ら書房）

　調べてみよう世界のために働く国際機関�全６巻
　　　　　　ジリアン・パウエル等著（ほるぷ出版）

　3Ｂとは、ボール、ベル、ベルターという、Ｂ

のつく3つの道具です。

　運動不足やストレスを感じている方、何かを

始めてみたい方、楽しい音楽に合わせて普段動

かさない身体を3Ｂ体操で動かしましょう。

　期　日　3月4・11・18日㈭

　時　間　午前10時～正午

　会　場　福祉会館

　指導者　日本3Ｂ体操協会公認指導者

工藤昭子さん

　会　費　人数に応じて多少負担あり

　申し込み・問い合わせ

　　　　　2月23日㈪までにお申し込みください。

　早川　☎88-4003

　
町
で
は
、
子
育
て
を
し
て
い
る
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
自
由
に
集
い
学

べ
る
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
 

　
今
後
の
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

●

第

５

回

●

日
　
時
　
２
月
26
日
（木）
 

　
　
　
　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午
 

会
　
場
　
福
祉
会
館
講
堂
 

内
　
容
　
親
子
で
３
Ｂ
を
 

　
　
　
　
　
　
　
楽
し
も
う
 

※
３
Ｂ
体
操
で
子
ど
も
と

楽
し
く
身
体
を
動
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
小
さ

な
乳
児
か
ら
楽
し
め
ま

す
。
 

指
導
者
　
３
Ｂ
体
操
公
認
指
導
者
 

参
加
費
　
無
料
 

持
ち
物
・
服
装

・
運
動
で
き
る
服
装
 

・
運
動
靴
 

・
バ
ス
タ
オ
ル
（
子
ど
も

が
寝
ら
れ
る
く
ら
い
の

大
き
さ
の
も
の
）
 

・
タ
オ
ル
 

・
着
替
え
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
２
月
20
日
（金）
ま
で
に
社
会
教
育

課
（
福
祉
会
館
内
☎
8
8-

２
３
３

４
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。
 

●

第

６

回

●

期
　
日
　
３
月
４
日
（木）
 

時
　
間
　
午
前
10
時
〜
正
午
 

会
　
場
　
福
祉
会
館
和
室
大
広
間
 

内
　
容
　
乳
幼
児
の
応
急
手
当
〜

万
が
一
の
け
が
・
病
気

な
ど
に
備
え
て
〜
 

指
導
者
　
日
本
赤
十
字
社
職
員
 

参
加
費
　
無
料
（
※
た
だ
し
、
保

育
室
を
利
用
さ
れ
る
方

は
、
子
ど
も
一
人
に
つ

き
2
0
0
円
い
た
だ
き

ま
す
。
） 

そ
の
他
　
保
育
室
を
設
け
ま
す
。

利
用
希
望
の
方
は
、
申

し
込
み
の
際
に
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
２
月
23
日
（月）
ま
で
に
社
会
教
育

課
（
福
祉
会
館
内
☎
8
8-

２
３
３

４
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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●納税する税目
　固定資産税（第4期分）
　国民健康保険税（第11期分）
　介護保険料（第11期分）

●納期限
　　3月1日（月）
　・納期限までに忘れずに

納税しましょう。

・窓口払いの方は、納税通知書をお持ちのうえ金融機関で納め

てください。

・口座振替の方は、お手数でも預金残高をお確かめください。

・口座振替日は３月１日（月）です。振替できなかった方の再振

替日は、郵便局の方は３月10日（水）、その他の金融機関の方

は３月15日（月）となっています。

・口座振替のおすすめ

　納税は、便利で安全な口座振替をご利用ください。

　手続きは、金融機関の窓口で行ってください。

今回の期間と内容は次のとおりです。24時間いつでもご利用いただけます。

問い合わせ　曽根保育園（☎88―2112）までお願いします。

期　間

2月 2日～2月15日

2月16日～2月29日

内　　　容

しつけておきたい良い習慣2つ

父親の役割り

　毎月第4水曜日に住民票等交付窓

口を午後7時まで延長しています。

　　　�（2月は25日です。）

取扱業務は、

　戸籍謄・抄本�/�住民票�/�印鑑登録�/�

　印鑑証明�/�年金現況証明　です。

　どうぞご利用ください。

お
知
ら
せ
・
情
報

　

歯
の
健
康

　
　
　

Ｑ
＆
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コ
ー
ナ
ー

　
　
入
れ
歯
を
使
用
し
て
い
ま

す
が
、
夜
寝
る
と
き
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
で
す
か
。

　
　
一
般
的
に
、
夜
寝
る
と
き

は
入
れ
歯
を
外
し
て
、
歯
磨
き

と
入
れ
歯
の
掃
除
を
し
て
、
洗

浄
剤
や
水
の
中
に
入
れ
て
お
く

と
良
い
で
し
ょ
う
。

　
入
れ
歯
を
一
日
中
装
着
し
た

ま
ま
だ
と
、
部
分
入
れ
歯
の
金

具
を
か
け
て
い
る
歯
や
粘
膜
に

負
担
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
寝
て
い
る
と
き
は
外

し
て
お
き
、
歯
や
粘
膜
を
休
ま

せ
て
あ
げ
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

　
朝
、
入
れ
歯
を
装
着
直
後
は

少
し
き
つ
く
、
締
め
付
け
ら
れ

た
感
じ
が
す
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
治
り

ま
す
。

　
ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て
は
入

れ
歯
を
外
さ
ず
、
装
着
し
た
ま

ま
寝
た
方
が
良
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
自
分
の
残
っ
て
い
る
歯

が
少
な
く
、
義
歯
を
外
す
と
そ

の
歯
に
大
き
な
負
担
が
か
か
る

と
き
や
、
入
れ
歯
を
外
す
と
呼

吸
が
し
づ
ら
い
と
い
う
よ
う
な

方
は
、
入
れ
歯
を
装
着
し
た
ま

ま
寝
た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
場
合
も
、
入
れ
歯
を
外
し

て
、
歯
磨
き
と
入
れ
歯
の
清
掃

は
し
っ
か
り
と
し
て
か
ら
、
ま

た
装
着
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
か
か
り
つ
け
の

歯
科
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

新
潟
県
歯
科
医
師
会

　
近
年
の
社
会
情
勢
は
、
国
際
化
の

進
展
、
少
子
高
齢
化
・
高
度
情
報
化

社
会
の
到
来
、
地
方
分
権
の
一
層
の

進
展
な
ど
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

新
潟
都
市
圏
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ

う
な
社
会
情
勢
の
変
化
に
的
確
に
対

応
し
主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
大
き
な
財
政
規
模
と
県
並

み
の
事
務
権
限
を
持
つ
「
政
令
指
定

都
市
」
実
現
の
た
め
の
議
論
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
政
令

指
定
都
市
の
知
名
度
を
生
か
し
つ
つ
、

新
潟
都
市
圏
の
さ
ら
な
る
発
展
・
活

性
化
を
図
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
か
、
農
業
・
工
業
・
観
光
な
ど
様
々

な
分
野
の
視
点
か
ら
、
皆
さ
ん
と
と

も
に
考
え
ま
す
。
 

 日
時
 

　
2
月
22
日
（日）
 

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

 会
場
 

　
ホ
テ
ル
新
潟
 

　（
新
潟
市
万
代
5
丁
目
11
番
20
号
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 内
容

●
基
調
講
演
そ
の
1

「
新
潟
都
市
圏
の
将
来
像
〜
政
令
指

定
都
市
と
新
潟
都
市
圏
の
未
来
図
〜
」
 

　
講
師
　
政
策
研
究
大
学
院
大
学
教
授
 

横
道
清
孝
 

●
基
調
講
演
そ
の
2

「
新
潟
都
市
圏
の
将
来
像
〜
新
潟

都
市
圏
の
産
業
を
活
性
化
す
る
た

め
に
は
〜
」
 

　
講
師
　
新
潟
商
工
会
議
所
地
域
開

発
委
員
会
委
員
長
 

石
森
　
亮
 

●
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

テ
ー
マ
「
新
潟
都
市
圏
の
未
来
／

政
令
指
定
都
市
・
新
潟
と
し
て
の

さ
ら
な
る
発
展
・
活
性
化
を
め
ざ

し
て
」
 

パ
ネ
リ
ス
ト
 

政
策
研
究
大
学
院
大
学
教
授
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新
潟
商
工
会
議
所
地
域
開
発
委
員
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員
長
　
　
　
　
　
石
森
　
亮
 

新
潟
市
長
、兼
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
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篠
田
　
昭
 

豊
栄
市
長
　
　
　
　
　
小
川
竹
二
 

 主
催
 

新
潟
都
市
圏
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行

委
員
会
（
新
潟
都
市
圏
総
合
整
備

推
進
協
議
会
、
新
潟
市
、
新
津
市
、

両
津
市
、
白
根
市
、
豊
栄
市
、
聖

籠
町
、
横
越
町
、
亀
田
町
、
新
潟

広
域
行
政
懇
話
会
）
 

 申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
電

子
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
記
入
の
上
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
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町民のうごき欄に掲載を希望されない方は、
戸籍窓口で届出の際にお申し出ください。

　我が家の直暉とヒロコは2歳違いです。

　歩けるようになったヒロコは、何でも「ちょうだい　ちょう

だい」と、お兄ちゃんを追いかけます。そんな時、消防車とパト

カーのおもちゃ以外なら仕方なく貸してあげる優しい直暉です。

　2人とも明るく元気に育ってね。

田　邉　　弘　一さん（槇島団地）

玲　子さん　　　　　　

このコーナーに登場してくれるちびっこ・赤ちゃん・ペットを募集しています。
企画課まで連絡してください。

No.628

氏　　名 誕生日 保護者 町　内 

氏　　名 年齢 亡くなった日 世帯主 町　内 

りゅうの すけ　 

わ　　　か　 

さき 　　 

たつ　　 や　 

そう　　 た　 

あん　　 じ　 

なり　　 と　 

ま　　　お　 

のぞ　　 み　 

12／ 

12／ 

12／ 

12／ 

12／ 

12／ 

12／ 

12／ 

１／ 

8 

16 

17 

18 

19 

20 

22 

23 

9

浩 

幸 一  

智 

健 次  

敏 弘  

智 弥  

雅 一  

孝 頼  

進 

川 崎  

六 分  

矢 島  

旗 屋  

天 竺 堂  

美 里  

下 山  

貝 柄  

旗 屋  

名前（旧　姓） 世帯主 町　内 

　 橋 禎 尚  
（古川）　真由美 

倉 部 ミ カ  
内 藤 ト ヤ  
加 藤 竹 吉  
石 塚 三 　  
　　嶋　宇之作 
渡 　 一 栄  
渡 　 義 人  
古 嶋 ヨ セ  
土 田 宏 平  
風 間 幸 雄  
小 林 寅 男  
樋 浦 ハ ナ ヨ  

昭 三  
克 滋  
博 祥  
本 人  
作 一  
本 人  
本 人  
芳 雄  
本 人  
本 人  
本 人  
講 

東 町  
二番町 
　第一区 
 
藤見町 
善光寺 
川 西  
三番町 
善光寺 
下 山  
学校町 
西汰上 

12／ 
12／ 
12／ 
12／ 
１／ 
１／ 
１／ 
１／ 
１／ 
１／ 
１／ 
１／ 

78 

92 

86 

90 

92 

69 

49 

75 

78 

60 

77 

84

17 

21 

21 

26 

4 

5 

8 

9 

9 

9 

10 

11

（1月末日現在）

6,081人

6,535人

12,616人
（前月比－13）

3,523
（前月比－１）

13人

17人

7人

16人

男

女

計

世帯数

転　入

転　出

出　生

死　亡

【談】　僕は、学校の前のなないろチームで育てていたプランターの花

をかきました。

　　僕がこの絵でがんばったところは、色をぬるところと詩をかく

ときくふうをしたところです。色をぬるときは、いろいろな色をま

ぜて色を作ったり詩を書くときは、きき手ではない左手で詩を書い

たところです。

　 橋 常 雄  

曽
根
小
学
校
６
年

内

藤
　

裕

太

さ
ん

（
千
隈
町
）

平 野  

渡 　 英 樹  
（木村）　廣恵 渡 　 一 郎  川 崎  

古 寺 元 希  
（木村）　　愛　 古 寺 茂 治  新 栄 町  

大　島　龍之介 

佐 藤 和 佳  

美濃井　　咲　 

山 口 龍 也  

大 滝 創 太  

伊 藤 杏 珠  

安 藤 也 人  

田 村 磨 生  

本 間 希 美  

▲�田邉　直暉くん（３歳）　ヒロコちゃん（１歳）
きなお

大　　潟 
（花見の里） 
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